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は
じ
め
に

中
立
・
公
正
な
立
場
か
ら
金
融
広
報
活
動
を
行
う

「
金
融
広
報
中
央
委
員
会
」（
愛
称
:知
る
ぽ
る
と
）は
、

前
身
の
貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
が
創
立
さ
れ
て
か
ら

今
年
で
70
年
を
迎
え
ま
す
。
当
委
員
会
の
歴
史
は
、

戦
後
日
本
の
金
融
教
育
の
軌
跡
と
重
な
り
ま
す
。
本

稿
で
は
、
当
委
員
会
の
道
の
り
を
時
代
と
と
も
に
振

り
返
り
つ
つ
、
最
近
の
取
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
戦
後
の
わ
が
国
の

　
金
融
教
育
の
変
遷

�

貯
蓄
奨
励
運
動
と
し
て
始
ま
っ
た

戦
後
の
金
融
教
育

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
は
戦
後
復
興
の
た
め

に
巨
額
の
資
金
が
必
要
と
な
り
、
政
府
と
日
本
銀
行

が
主
導
し
て
国
民
に
貯
蓄
を
奨
励
し
ま
し
た
。
蓄
積

さ
れ
た
資
金
は
重
工
業
な
ど
に
優
先
的
に
割
り
当
て

ら
れ
、
復
興
の
礎

い
し
ず
えが

築
か
れ
ま
し
た
。
貯
蓄
を
全
国

一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
た
め
に
1
9
5
2
年
に
創

立
さ
れ
た
の
が
貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
で
、
現
在
の

金
融
広
報
中
央
委
員
会
の
前
身
で
す
。
戦
後
に
貯
蓄

推
進
が
国
民
運
動
に
発
展
し
た
の
は
、
国
家
の
経
済

復
興
の
た
め
に
は
、
国
民
は
貧
し
い
中
で
も
一
層
倹
約

に
励
み
、自
主
的
に
貯
蓄
を
行
う
と
い
う
「
勤
倹
貯
蓄
」

の
考
え
方
も
あ
っ
た
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
勤
倹
貯
蓄
」か
ら

「
計
画
貯
蓄
」奨
励
へ

  

　
～
高
度
成
長
期
の
金
融
教
育

そ
の
後
、
日
本
は
、
未
曽
有
の
高
度
経
済
成
長
期

を
迎
え
ま
す
。
当
時
、
日
本
の
家
計
は
欧
米
並
み
の

豊
か
さ
を
求
め
て
耐
久
消
費
財
の
消
費
を
増
や
し
、

そ
れ
が
さ
ら
な
る
経
済
成
長
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

時
代
の
変
化
の
下
で
、
当
委
員
会
で
は
、
現
在
の
貯

蓄
は
将
来
の
消
費
に
つ
な
が
る
と
し
て
、「
貯
蓄
は
未

来
と
の
対
話
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、「
計
画
貯
蓄
」

の
奨
励
に
軸
足
を
移
し
ま
し
た
。「
明
る
い
生
活
の
家

計
簿
」
の
普
及
に
努
め
た
ほ
か
、
学
校
で
は
、「
こ
ど

も
銀
行
」（
学
校
が
銀
行
や
郵
便
局
と
連
携
し
て
自
主

運
営
す
る
貯
蓄
制
度
）
が
全
国
に
展
開
さ
れ
、
貯
蓄

習
慣
の
育
成
に
一
役
買
い
ま
し
た
。

「
貯
蓄
奨
励
」か
ら

「
金
融
広
報
」へ

 

　 

～
構
造
改
革
期
の
金
融
教
育

1
9
7
0
年
代
に
入
る
と
、
日
本
は
二
度
の
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
を
経
て
経
済
・
金
融
両
面
で
の
構
造
改

革
の
時
代
に
突
入
し
ま
す
。
個
人
の
価
値
観
は
多
様

化
し
、
そ
の
中
で
金
融
教
育
を
推
進
し
て
い
く
に
は
、
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従
来
の
よ
う
な
「
貯
蓄
」
に
焦
点
を
当
て
る
の
で
は

な
く
、
広
く
金
融
経
済
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
が
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
か
な
う
と
の
認
識
が
高
ま

り
ま
す
。

�「
情
報
の
提
供
」か
ら

「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
の
習
得
」へ

  

　
～
現
代
の
金
融
教
育

当
委
員
会
は
、
2
0
0
1
年
に
は
組
織
名
を
現
在

の
「
金
融
広
報
中
央
委
員
会
」
に
改
称
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
20
年
間
で
、
国
内
で
は
2
0
0
5
年
の
ペ

イ
オ
フ
全
面
解
禁
を
、
国
際
的
に
は
2
0
0
8
年
の

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
、
個
人
の
金

融
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
が
内
外
で
重
要
課
題
に
な
り
ま

し
た
。
当
委
員
会
で
は
、
2
0
0
5
年
を
「
金
融
教

育
元
年
」
と
し
て
、
若
年
層
向
け
の
取
組
み
な
ど
を

強
化
し
、
2
0
0
7
年
に
は
「
金
融
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
」（
写
真
）
を
発
表
し
ま
し
た
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
授
業
で
金
融
教
育
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
の

方
法
や
実
践
事
例
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。
こ
の

間
、「
家
計
の
金
融
行
動
に
関
す
る
世
論
調
査
」
を
毎

年
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
2
0
1
6
年
に
は
「
金
融

リ
テ
ラ
シ
ー
調
査
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
、
実
態
把

握
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
若
年
層
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー　

　
向
上
に
向
け
た
取
組
み

次
に
、
当
委
員
会
が
最
近
取
り
組
ん
で
い
る
、
若

年
層
に
向
け
た
金
融
広
報
活
動
か
ら
、
２
つ
ご
紹
介

し
ま
す
。

成
年
年
齢
の
引
下
げ
へ
の
取
組
み

2
0
2
2
年
4
月
に
成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳

に
引
き
下
げ
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
若
年
層
の
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
立
し

た
消
費
者
と
な
る
た
め
の
第
一
歩
は
「
契
約
」
に
関
す

る
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
す
。
当
委
員
会
で
は
、

主
と
し
て
高
校
生
や
中
学
生
を
対
象
と
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
（『
18
歳
ま
で
に
学
ぶ
契
約
の
知
恵
』）
や
動
画

を
作
成
し
、
全
国
の
学
校
な
ど
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

契
約
に
関
す
る
基
本
事
項
、
消
費
者
保
護
の
法
律
・

制
度
、
代
表
的
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
対
応
方

法
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

情
報
通
信
技
術
の
活
用

受
講
者
（
特
に
若
年
層
）
が
、
お
金
に
関
し
て
学

ぶ
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
、
と
の
思
い
か
ら
、
金
融
経

済
教
育
推
進
会
議
（
注
）
で
は
、
2
0
2
1
年
11
月

に
「
マ
ネ
ビ
タ
～
人
生
を
豊
か
に
す
る
お
金
の
知
恵

～
」
と
題
す
る
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座
を
開
講
し
ま
し

た
。
金
融
経
済
教
育
に
関
係
す
る
官
庁
、
団
体
お
よ

び
当
委
員
会
が
連
携
し
て
作
成
し
、
専
門
家
が
主
要

な
テ
ー
マ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
ま
す
。
18
歳
成
人
と
な
っ
た
ば
か
り
の
若
者
に

も
役
立
つ
、
基
本
的
な
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
を
効
率
的

に
学
べ
る
点
が
特
徴
で
す
。
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

受
講
し
て
み
て
く
だ
さ
い
（
詳
し
く
は
左
の
Q
R
コ

ー
ド
か
ら
知
る
ぽ
る
と
H
P
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ

さ
い
）。

（
注
）
わ
が
国
の
金
融
経
済
教
育
に
関
す
る
諸
課
題
へ
の
取
組
み
を
審
議
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
２
０
１
３
年
6
月
に
設
置
さ
れ
た
会
議
。
当
委
員

会
が
事
務
局
を
務
め
る
。

70th

「マネビタ」とは、マネーとビタミンを合
わせた造語です。「身体にとって必要不可
欠なビタミンを食物から摂り込むように、

人生に必要不可欠な
お金の知恵をこの講
座から摂り込んでほ
しい」という願いを
込めています。
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